
(57)【要約】

移動可能なアナトミックシート（１０）は、使用者のた

めのアナトミック座りリセス（２０）のための支持構体

（２２）を包含し、この支持構体（２２）が腰掛け家具

（１４）の上に載せられていると共に前記リセス（２０

）がその少なくともひとつの端で前記支持構体（２２）

に枢着（２４）され、前記リセス（２０）を前記支持構

体（２２）に関して傾斜させるためのリフティング手段

（３０，３２，３４，３６，３８，４０，４２，４４）

を備えている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト （ １ ０ ） で あ っ て 、 使 用 者 の た め の ア ナ ト ミ ッ ク 座 り リ セ
ス （ ２ ０ ） の た め の 支 持 構 体 （ ２ ２ ） を 包 含 し 、 こ の 支 持 構 体 （ ２ ２ ） が 腰 掛 け 家 具 （ １
４ ） の 上 に 載 せ ら れ て い る と 共 に 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） が そ の 少 な く と も ひ と つ の 端 で 前 記
支 持 構 体 （ ２ ２ ） に 枢 着 （ ２ ４ ） さ れ 、 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） を 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） に 関
し て 傾 斜 さ せ る た め の リ フ テ ィ ン グ 手 段 （ ３ ０ ， ３ ２ ， ３ ４ ， ３ ６ ， ３ ８ ， ４ ０ ， ４ ２ ，
４ ４ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 リ フ テ ィ ン グ 手 段 （ ３ ０ ， ３ ２ ， ３ ４ ， ３
８ ， ３ ６ ， ４ ０ ， ４ ２ ， ４ ４ ） が シ ャ フ ト （ ３ ０ ） を 包 含 し 、 こ の シ ャ フ ト （ ３ ０ ） が そ
の 下 方 端 （ ３ ２ ） で 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） に ま た そ の 反 対 側 の 端 で 小 さ い ブ ロ ッ ク （ ３ ６ ）
に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 小 さ い ブ ロ ッ ク （ ３ ６ ） が 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） と 一 体 の ガ
イ ド （ ３ ８ ） 上 を 滑 動 で き る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 シ ャ フ ト （ ３ ０ ） と 前 記 小 さ い ブ ロ ッ ク （
３ ６ ） と の 間 及 び 前 記 シ ャ フ ト （ ３ ０ ） と 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） と の 間 の 前 記 接 続 の 少 な く
と も ひ と つ が 移 動 可 能 な 方 法 で 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 ガ イ ド （ ３ ８ ） が 前 記 支 持 構 体 （ ２
０ ） と 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） と の 間 の 枢 着 部 （ ２ ４ ） の 軸 線 に 対 し て 垂 直 の 方 向 （ Ｘ ） に し
た が っ て 延 び て お り 、 ま た 前 記 小 さ い ブ ロ ッ ク （ ３ ６ ） が ね じ 穴 （ ４ ０ ） を 有 し 、 こ の ね
じ 穴 （ ４ ０ ） が 同 じ 前 記 方 向 （ Ｘ ） に 設 け ら れ て い る と 共 に ね じ （ ４ ２ ） と 組 み 合 い 、 こ
の ね じ （ ４ ２ ） も ま た 同 じ 前 記 方 向 （ Ｘ ） に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る と 共 に こ の ね じ の 回 転
を 容 易 に す る た め の ハ ン ド ル （ ４ ４ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） が 安 定 し た 位 置 決 め 手 段
（ ２ ６ ， ２ ８ ） を 介 し て 前 記 腰 掛 け 家 具 （ １ ４ ） に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー
ト 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 安 定 し た 位 置 決 め 手 段 （ ２ ６ ， ２ ８ ） が ベ
ル ト （ ２ ６ ） と バ ッ ク ル （ ２ ８ ） と か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 腰 掛 け 家 具 （ １ ４ ） が い す （ １ ４ ） で あ り
、 こ の い す （ １ ４ ） が 水 平 座 台 （ １ ２ ） と 、 ４ 本 の 脚 （ １ ３ ） と 、 背 も た れ （ １ ６ ） と を
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） が ４ つ の 側 部 を 有 し て 前
記 い す （ １ ４ ） の 座 台 （ １ ２ ） を 覆 う ベ ー ス （ ２ ３ ） を 包 含 し 、 こ の ベ ー ス （ ２ ３ ） 上 に
は 前 記 い す （ １ ４ ） の ４ 本 の 脚 （ １ ３ ） に 対 応 し て ４ つ の 支 持 体 （ ２ ５ ） が 配 設 さ れ 、 前
記 背 も た れ （ １ ６ ） と 反 対 側 に あ る ２ つ の 正 面 支 持 体 （ ２ ５ ） が 前 記 座 り リ セ ス （ ２ ０ ）
に 回 転 可 能 に 接 続 （ ２ ４ ） さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） が 前 記 少 な く と も ひ と つ の
端 の 近 く で あ っ て か つ 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） の 中 央 横 位 置 に 上 向 き に 突 出 す る 要 素 、 す な わ
ち 隆 起 部 分 （ ２ １ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 隆 起 部 分 （ ２ １ ） が 布 張 り さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
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請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） が そ の 上 面 に 使 用 者 の 前 方
へ の 滑 り を 制 限 す る た め の 高 い 摩 擦 係 数 区 域 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト （ an anatomic seat） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
シ ー ト の 分 野 に お い て 、 ア ー ゴ ノ ミ ッ ク 特 徴 、 す な わ ち 使 用 者 に 与 え る 疲 労 が 少 な い 特 徴
は シ ー ト の 設 計 に お い て 常 に 非 常 に 重 要 な こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 見 地 は 、 本 質 的 に 、 長 い 時 間 の 間 座 っ て い な け れ ば な ら な い 使 用 者 の た め に 用
い ら れ る シ ー ト の 場 合 に 強 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
長 い 時 間 の 間 座 っ て い る 姿 勢 は 、 背 中 の 痛 み 及 び 他 の 筋 肉 － 骨 部 位 の 痛 み を 生 じ さ せ る 恐
れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
も し シ ー ト 上 で と ら れ て い る 姿 勢 が 生 理 学 的 に 適 正 で な い 場 合 に は 、 立 っ て い る 姿 勢 と 比
べ て 脊 髄 円 盤 上 へ の 圧 力 が 増 大 す る 。 こ れ は 、 圧 力 が 腰 柱 上 に 長 く 加 わ っ て い る 静 荷 重 と
関 連 さ せ ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な こ と か ら 最 も ひ ん ぱ ん に 生 じ る 症 候 は 、 腰 痛 、 頸 椎 痛 及 び 胸 帯 痛 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 幾 つ か の シ ー ト に は 、 特 に シ ー ト 及 び 背 も た れ の 位 置 に 関 し て 使 用 者 が 形 態
学 的 に 適 応 で き る よ う に す る 調 整 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
骨 盤 の 位 置 は 、 身 体 の 静 止 姿 勢 を 決 め る う え で 必 要 不 可 欠 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
も し 骨 盤 が 前 方 へ 傾 け ら れ た 場 合 に は 、 正 し い 頭 － 胴 － 骨 盤 整 列 を 維 持 す る こ と は 容 易 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
当 分 野 に お い て 、 可 能 の 限 り 直 立 姿 勢 に 近 い 姿 勢 を と ら な け れ ば な ら な い 正 し い 背 部 姿 勢
を 使 用 者 が と る こ と が で き る よ う に し た 特 殊 の シ ー ト は 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 般 に 、 こ の よ う な シ ー ト は 、 前 へ 傾 く こ と が で き る シ ー ト で あ っ て 、 使 用 者 の 足 の 下 方
部 分 、 例 え ば ひ ざ を 支 持 す る 装 置 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
可 傾 式 シ ー ト は 、 背 部 の 正 し い 姿 勢 を と る こ と を 助 け る 。 ま た 、 支 持 装 置 は 脊 髄 に 加 わ る
重 さ の 一 部 分 を 使 用 者 の 下 肢 に 解 放 さ せ る よ う に す る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 こ の よ う な
シ ー ト は 非 常 に 重 く 、 そ れ 故 運 送 す る の が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 シ ー ト の 傾 き 調 整 が 非 常 に 正 確 で は な く 、 使 用 者 の 下 肢 が 所 定 の 位 置 を と り つ づ け
る こ と を 強 い ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 し た が っ て 、 上 述 し た 欠 点 を 除 去 す る こ と 、 特 に 、 い す の ア ー ゴ ノ ミ ッ
ク ス 、 す な わ ち 使 用 者 に 与 え る 疲 労 の 減 少 を 改 善 す る こ と が で き る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ
ク シ ー ト を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 使 用 者 の 形 態 特 徴 、 す な わ ち 姿 勢 の た め に 最 適 な 傾 き に 正 確 に 調 整
す る こ と が で き る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 更 に 他 の 目 的 は 、 特 に 、 比 較 的 低 コ ス ト で 信 頼 が あ っ て 簡 単 で あ り 、 か つ 機 能 的
で あ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の こ れ ら の 目 的 及 び 他 の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し て い る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク
シ ー ト を 実 現 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
他 の 特 徴 は 、 請 求 項 ２ － １ １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な シ ー ト の 特 徴 及 び 利 点 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 一 例 と し て 限 定 す
る 目 的 で な く 述 べ ら れ て い る 下 記 の 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
好 適 な 実 施 例 に 関 す る 下 記 の 説 明 は 、 本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を い す
に 適 用 し て い る こ と に 言 及 し て い る こ と を 留 意 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
選 択 的 に か つ 多 く も 少 な く も な い が 有 益 に は 、 本 発 明 の 対 象 物 で あ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ
ッ ク シ ー ト ア セ ン ブ リ 、 例 え ば ひ じ 掛 け い す 及 び 腰 掛 け の よ う な 他 の 種 類 の 腰 掛 け 家 具 の
た め に も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 面 を 参 照 す る に 、 符 号 １ ０ に よ り 総 括 的 に 示 さ れ て い る 移 動 可 能 な シ ー ト は 、 い す １ ４
の 水 平 座 台 １ ２ の 上 面 上 に 載 せ ら れ て い る 。 い す １ ４ は 、 そ の 背 部 に 背 も た れ １ ６ を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ に 例 示 し た 例 に お い て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト １ ０ は ア ナ ト ミ ッ ク 座
り リ セ ス ２ ０ を 包 含 し 、 こ の リ セ ス は 構 体 ２ ２ に よ り 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ア ナ ト ミ ッ ク リ セ ス ２ ０ は 、 使 用 者 が 座 り 心 地 よ く 座 る こ と が で き る よ う な 形 状 と さ れ て
い る 。 こ の リ セ ス ２ ０ は 、 そ の 正 面 中 央 位 置 に 、 上 向 き に 突 出 す る 要 素 、 す な わ ち 隆 起 部
分 ２ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 面 に 示 さ れ る 例 に お い て 、 構 体 ２ ０ は 例 え ば ４ つ の 側 部 を 有 す る ベ ー ス ２ ３ を 包 含 し 、
こ の ベ ー ス ２ ３ は い す １ ４ の 座 台 １ ２ を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
例 え ば ４ つ の 支 持 体 ２ ５ が 、 い す １ ４ の ４ 本 の 脚 １ ３ に 対 応 し て 配 設 さ れ て い る 。 い す １
４ の 背 も た れ １ ６ と 反 対 側 に あ る ２ つ の 正 面 支 持 体 ２ ５ は 、 符 号 ２ ４ で 示 す と こ ろ で 座 り
リ セ ス ２ ０ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 構 体 ２ ２ は 例 え ば ベ ル ト ２ ６ の よ う な 安 定 し た 位 置 決 め 手 段 を 介 し て い す １ ４ に 固
定 さ れ て お り 、 ベ ル ト ２ ６ は 一 般 に は い す １ ４ の 座 台 １ ２ の 下 で バ ッ ク ル ２ ８ を 用 い て 閉
じ ル ー プ と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
座 り リ セ ス ２ ０ は 、 リ フ テ ィ ン グ 手 段 を 介 し て 、 構 体 ２ ２ の 水 平 支 持 体 に 関 し て 傾 斜 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う な リ フ テ ィ ン グ は シ ャ フ ト ３ ０ の 移 動 で も っ て 生 じ さ せ ら れ 、 シ ャ フ ト ３ ０ は そ
の 下 方 端 ３ ２ で ア ナ ト ミ ッ ク リ セ ス ２ ０ の 中 央 に 、 よ り 詳 細 に は 中 央 区 域 に 、 又 は ど ん な
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場 合 で も 正 面 支 持 体 ２ ５ に は 接 近 し な い よ う に し て 、 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 接
続 は 、 有 益 に は 、 例 え ば ピ ン を 介 し て 迅 速 に 移 動 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
シ ャ フ ト ３ ０ は 、 端 ３ ２ と は 反 対 側 の 端 ３ ４ で 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ
て い る 。 こ の 接 続 は 、 有 益 に は 、 例 え ば ピ ン を 介 し て 迅 速 に 移 動 可 能 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ に 見 る こ と が で き る よ う に 、 こ の 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は 構 体 ２ ２ 内 で ガ イ ド ３ ８ 上 を
滑 動 す る こ と が で き 、 こ の ガ イ ド は 背 も た れ １ ６ に 対 し て 垂 直 の 方 向 Ｘ に し た が っ て 延 び
て い る 。 ま た 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は 前 記 方 向 Ｘ に 設 け ら れ た ね じ 穴 ４ ０ を 有 し 、 こ の ね
じ 穴 は 同 じ 前 記 方 向 Ｘ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る ね じ ４ ２ と 組 み 合 っ て い る 。 ね じ ４ ２ は 、
ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト １ ０ の 正 面 部 に 位 置 し て い る ハ ン ド ル ４ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト の 作 動 は 、 図 面 を 参 照 し て 上 述 し た 説 明 か ら
明 ら か で あ る が 、 簡 単 に 述 べ れ ば 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
構 体 ２ ２ の ベ ー ス ２ ３ は 、 い す １ ４ の 座 台 １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
２ つ の 正 面 支 持 体 ２ ５ に 符 号 ２ ４ で 示 す と こ ろ で 枢 着 さ れ て い る 座 り リ セ ス ２ ０ は 、 ２ つ
の 背 面 支 持 体 ２ ５ 上 に 水 平 に 載 せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ に 見 る こ と が で き る よ う に 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は ２ つ の 正 面 支 持 体 ２ ５ に 近 い 一 方
の 側 に 位 置 さ せ ら れ 、 こ れ に よ り 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ に 接 続 さ れ て い る シ ャ フ ト ３ ０ は
、 実 質 的 に 水 平 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ね じ ４ ２ の ハ ン ド ル ４ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は 背 も た れ １ ６ に
向 か っ て 移 動 さ せ ら れ る 。 こ の 方 法 で も っ て 、 シ ャ フ ト ３ ０ は ア ナ ト ミ ッ ク リ セ ス ２ ０ を
上 向 き に 押 し 、 リ セ ス ２ ０ を 水 平 面 に 関 し て 傾 斜 せ し め る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
有 益 に は 、 約 ３ ０ ° の 傾 斜 が 達 せ ら れ る が 、 実 際 に は 傾 斜 は 無 限 に 変 化 さ せ る こ と が で き
る も の で あ る 。 例 え ば 、 ハ ン ド ル ４ ４ を 毎 日 毎 日 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 傾 斜 を 漸 進 的 に
変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
座 り リ セ ス ２ ０ は 、 そ の 上 面 に 高 摩 擦 係 数 区 域 を 有 し て 使 用 者 が 前 方 へ つ る り と す べ る の
を 制 限 す る 。 ま た 、 適 当 に 布 張 り し た 中 央 隆 起 部 分 ２ １ も 、 ま た 、 同 じ 目 的 の た め に 用 い
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
座 り リ セ ス ２ ０ の 正 面 縁 及 び 側 面 縁 は 、 適 当 に サ ン ド （ sand） 、 す な わ ち み が か れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ と シ ャ フ ト ３ ０ と の 間 及 び ／ 又 は シ ャ フ ト ３ ０ と リ セ ス ２ ０ と の 間 に
施 し た 移 動 可 能 な 接 続 は 、 い つ で も 、 セ ッ ト し た 最 適 な 傾 斜 か ら 水 平 位 置 へ の 移 行 又 は そ
の 逆 の 移 動 を 許 し 、 こ れ は 、 正 確 に は 、 シ ャ フ ト ３ ０ と 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ と の 間 及 び ／
又 は シ ャ フ ト ３ ０ と リ セ ス ２ ０ と の 間 の 接 続 を 簡 単 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 す な わ ち 接
続 を そ れ ぞ れ 再 び 確 立 さ せ る こ と に よ り な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 述 し た 説 明 か ら 、 本 発 明 の 対 象 物 で あ る 移 動 可 能 な シ ー ト の 特 徴 は 明 ら か で あ り 、 同 様
に そ の 関 連 す る 利 点 も 明 ら か で あ る が 、 と り わ け 次 の よ う な 特 徴 及 び 利 点 が あ る 。
－ 簡 単 で か つ 信 頼 の あ る 使 用
－ 小 型 化 及 び 軽 量 化
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－ 実 際 に 従 来 の シ ー ト の す べ て に 適 応 で き る こ と
－ 運 送 が 簡 単 で あ る こ と
－ 傾 斜 を 非 常 に 正 確 に 調 整 で き る こ と
－ た と え 不 正 確 に 取 付 け た 後 で も 、 セ ッ ト し た 傾 斜 を 維 持 で き る こ と
－ 使 用 者 の 要 求 に 合 う よ う に 、 セ ッ ト し た 傾 斜 位 置 か ら 水 平 位 置 へ の 移 動 及 び そ の 逆 の 移
行 を す ぐ に 行 う こ と が で き る こ と
－ 使 用 者 が 下 肢 を 動 か す の が 自 由 で あ る こ と
－ 得 ら れ る 利 点 に 関 連 し て 、 従 来 技 術 と 比 べ て コ ス ト が 低 い こ と
【 ０ ０ ４ ２ 】
最 後 に 、 以 上 述 べ た 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト は 多 数 の 変 化 及 び 変 形 が 可 能 で あ り 、
こ れ ら の す べ て が 本 発 明 に よ り 保 護 さ れ る も の で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 詳 部 の
す べ て は 技 術 的 に 等 価 な 要 素 に 置 換 で き る も の で あ る 。 実 際 に 、 形 状 及 び 寸 法 に 加 え て 、
使 用 す る 材 料 は 技 術 的 要 求 に し た が っ て ど の よ う な も の に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 保 護 の 範 囲 は 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 限 定 さ れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 備 え て い る い す の 側 面 図 で あ っ て
、 シ ー ト は 水 平 状 態 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の い す の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 備 え て い る い す の 側 面 図 で あ っ て 、 シ ー
ト は 傾 斜 状 態 と な っ て い る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の い す の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 備 え て い る い す を 、 図 １ の Ｖ － Ｖ 線 に し
た が っ て 、 上 か ら 見 た 平 面 図 で あ っ て 、 ア ナ ト ミ ッ ク 座 り リ セ ス は 取 り 除 か れ て い る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 9月 23日 (2003.9.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
使 用 者 の た め の ア ナ ト ミ ッ ク 座 り リ セ ス （ ２ ０ ） の た め の 支 持 構 体 （ ２ ２ ） を 包 含 し 、 こ
の 支 持 構 体 （ ２ ２ ） が 腰 掛 け 家 具 （ １ ４ ） の 上 に 載 せ ら れ て い る と 共 に 前 記 リ セ ス （ ２ ０
） が そ の 少 な く と も ひ と つ の 端 で 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） に 枢 着 （ ２ ４ ） さ れ 、 前 記 リ セ ス
（ ２ ０ ） を 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） に 関 し て 傾 斜 さ せ る た め の リ フ テ ィ ン グ 手 段 （ ３ ０ ， ３
２ ， ３ ４ ， ３ ６ ， ３ ８ ， ４ ０ ， ４ ２ ， ４ ４ ） を 備 え て い る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト
（ １ ０ ） に お い て 、 前 記 リ フ テ ィ ン グ 手 段 （ ３ ０ ， ３ ２ ， ３ ４ ， ３ ８ ， ３ ６ ， ４ ０ ， ４ ２
， ４ ４ ） が シ ャ フ ト （ ３ ０ ） を 包 含 し 、 こ の シ ャ フ ト （ ３ ０ ） が そ の 下 方 端 （ ３ ２ ） で 前
記 リ セ ス （ ２ ０ ） に ま た そ の 反 対 側 の 端 で 小 さ い ブ ロ ッ ク （ ３ ６ ） に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ
、 前 記 小 さ い ブ ロ ッ ク （ ３ ６ ） が 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） と 一 体 の ガ イ ド （ ３ ８ ） 上 を 滑 動
で き る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 シ ャ フ ト （ ３ ０ ） と 前 記 小 さ い ブ ロ ッ ク （
３ ６ ） と の 間 及 び 前 記 シ ャ フ ト （ ３ ０ ） と 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） と の 間 の 前 記 接 続 の 少 な く
と も ひ と つ が 移 動 可 能 な 方 法 で 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 ガ イ ド （ ３ ８ ） が 前 記 支 持 構 体 （ ２
０ ） と 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） と の 間 の 枢 着 部 （ ２ ４ ） の 軸 線 に 対 し て 垂 直 の 方 向 （ Ｘ ） に し
た が っ て 延 び て お り 、 ま た 前 記 小 さ い ブ ロ ッ ク （ ３ ６ ） が ね じ 穴 （ ４ ０ ） を 有 し 、 こ の ね
じ 穴 （ ４ ０ ） が 同 じ 前 記 方 向 （ Ｘ ） に 設 け ら れ て い る と 共 に ね じ （ ４ ２ ） と 組 み 合 い 、 こ
の ね じ （ ４ ２ ） も ま た 同 じ 前 記 方 向 （ Ｘ ） に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る と 共 に こ の ね じ の 回 転
を 容 易 に す る た め の ハ ン ド ル （ ４ ４ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） が 安 定 し た 位 置 決 め 手 段
（ ２ ６ ， ２ ８ ） を 介 し て 前 記 腰 掛 け 家 具 （ １ ４ ） に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー
ト 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 安 定 し た 位 置 決 め 手 段 （ ２ ６ ， ２ ８ ） が ベ
ル ト （ ２ ６ ） と バ ッ ク ル （ ２ ８ ） と か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 腰 掛 け 家 具 （ １ ４ ） が い す （ １ ４ ） で あ り
、 こ の い す （ １ ４ ） が 水 平 座 台 （ １ ２ ） と 、 ４ 本 の 脚 （ １ ３ ） と 、 背 も た れ （ １ ６ ） と を
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 支 持 構 体 （ ２ ２ ） が ４ つ の 側 部 を 有 し て 前
記 い す （ １ ４ ） の 座 台 （ １ ２ ） を 覆 う ベ ー ス （ ２ ３ ） を 包 含 し 、 こ の ベ ー ス （ ２ ３ ） 上 に
は 前 記 い す （ １ ４ ） の ４ 本 の 脚 （ １ ３ ） に 対 応 し て ４ つ の 支 持 体 （ ２ ５ ） が 配 設 さ れ 、 前
記 背 も た れ （ １ ６ ） と 反 対 側 に あ る ２ つ の 正 面 支 持 体 （ ２ ５ ） が 前 記 座 り リ セ ス （ ２ ０ ）
に 回 転 可 能 に 接 続 （ ２ ４ ） さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） が 前 記 少 な く と も ひ と つ の
端 の 近 く で あ っ て か つ 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） の 中 央 横 位 置 に 上 向 き に 突 出 す る 要 素 、 す な わ
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ち 隆 起 部 分 （ ２ １ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 隆 起 部 分 （ ２ １ ） が 布 張 り さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ 記 載 の シ ー ト （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 リ セ ス （ ２ ０ ） が そ の 上 面 に 使 用 者 の 前 方
へ の 滑 り を 制 限 す る た め の 高 い 摩 擦 係 数 区 域 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト （ an anatomic seat） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
シ ー ト の 分 野 に お い て 、 ア ー ゴ ノ ミ ッ ク 特 徴 、 す な わ ち 使 用 者 に 与 え る 疲 労 が 少 な い 特 徴
は シ ー ト の 設 計 に お い て 常 に 非 常 に 重 要 な こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 見 地 は 、 本 質 的 に 、 長 い 時 間 の 間 座 っ て い な け れ ば な ら な い 使 用 者 の た め に 用
い ら れ る シ ー ト の 場 合 に 強 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
長 い 時 間 の 間 座 っ て い る 姿 勢 は 、 背 中 の 痛 み 及 び 他 の 筋 肉 － 骨 部 位 の 痛 み を 生 じ さ せ る 恐
れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
も し シ ー ト 上 で と ら れ て い る 姿 勢 が 生 理 学 的 に 適 正 で な い 場 合 に は 、 立 っ て い る 姿 勢 と 比
べ て 脊 髄 円 盤 上 へ の 圧 力 が 増 大 す る 。 こ れ は 、 圧 力 が 腰 柱 上 に 長 く 加 わ っ て い る 静 荷 重 と
関 連 さ せ ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な こ と か ら 最 も ひ ん ぱ ん に 生 じ る 症 候 は 、 腰 痛 、 頸 椎 痛 及 び 胸 帯 痛 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 幾 つ か の シ ー ト に は 、 特 に シ ー ト 及 び 背 も た れ の 位 置 に 関 し て 使 用 者 が 形 態
学 的 に 適 応 で き る よ う に す る 調 整 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
骨 盤 の 位 置 は 、 身 体 の 静 止 姿 勢 を 決 め る う え で 必 要 不 可 欠 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
も し 骨 盤 が 前 方 へ 傾 け ら れ た 場 合 に は 、 正 し い 頭 － 胴 － 骨 盤 整 列 を 維 持 す る こ と は 容 易 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
当 分 野 に お い て 、 可 能 の 限 り 直 立 姿 勢 に 近 い 姿 勢 を と ら な け れ ば な ら な い 正 し い 背 部 姿 勢
を 使 用 者 が と る こ と が で き る よ う に し た 特 殊 の シ ー ト は 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 般 に 、 こ の よ う な シ ー ト は 、 前 へ 傾 く こ と が で き る シ ー ト で あ っ て 、 使 用 者 の 足 の 下 方
部 分 、 例 え ば ひ ざ を 支 持 す る 装 置 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
可 傾 式 シ ー ト は 、 背 部 の 正 し い 姿 勢 を と る こ と を 助 け る 。 ま た 、 支 持 装 置 は 脊 髄 に 加 わ る
重 さ の 一 部 分 を 使 用 者 の 下 肢 に 解 放 さ せ る よ う に す る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 こ の よ う な
シ ー ト は 非 常 に 重 く 、 そ れ 故 運 送 す る の が 困 難 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 シ ー ト の 傾 き 調 整 が 非 常 に 正 確 で は な く 、 使 用 者 の 下 肢 が 所 定 の 位 置 を と り つ づ け
る こ と を 強 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
Ｕ Ｓ － Ａ － ５ ９ １ ８ ９ ３ ６ は 、 請 求 項 １ の 序 文 に 記 載 さ れ て い る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク
シ ー ト を 開 示 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 し た が っ て 、 上 述 し た 欠 点 を 除 去 す る こ と 、 特 に 、 い す の ア ー ゴ ノ ミ ッ
ク ス 、 す な わ ち 使 用 者 に 与 え る 疲 労 の 減 少 を 改 善 す る こ と が で き る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ
ク シ ー ト を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 使 用 者 の 形 態 特 徴 、 す な わ ち 姿 勢 の た め に 最 適 な 傾 き に 正 確 に 調 整
す る こ と が で き る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 更 に 他 の 目 的 は 、 特 に 、 比 較 的 低 コ ス ト で 信 頼 が あ っ て 簡 単 で あ り 、 か つ 機 能 的
で あ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の こ れ ら の 目 的 及 び 他 の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し て い る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク
シ ー ト を 実 現 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
他 の 特 徴 は 、 請 求 項 ２ － １ １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な シ ー ト の 特 徴 及 び 利 点 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 一 例 と し て 限 定 す
る 目 的 で な く 述 べ ら れ て い る 下 記 の 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
好 適 な 実 施 例 に 関 す る 下 記 の 説 明 は 、 本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を い す
に 適 用 し て い る こ と に 言 及 し て い る こ と を 留 意 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
選 択 的 に か つ 多 く も 少 な く も な い が 有 益 に は 、 本 発 明 の 対 象 物 で あ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ
ッ ク シ ー ト ア セ ン ブ リ 、 例 え ば ひ じ 掛 け い す 及 び 腰 掛 け の よ う な 他 の 種 類 の 腰 掛 け 家 具 の
た め に も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 面 を 参 照 す る に 、 符 号 １ ０ に よ り 総 括 的 に 示 さ れ て い る 移 動 可 能 な シ ー ト は 、 い す １ ４
の 水 平 座 台 １ ２ の 上 面 上 に 載 せ ら れ て い る 。 い す １ ４ は 、 そ の 背 部 に 背 も た れ １ ６ を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ に 例 示 し た 例 に お い て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト １ ０ は ア ナ ト ミ ッ ク 座
り リ セ ス ２ ０ を 包 含 し 、 こ の リ セ ス は 構 体 ２ ２ に よ り 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ア ナ ト ミ ッ ク リ セ ス ２ ０ は 、 使 用 者 が 座 り 心 地 よ く 座 る こ と が で き る よ う な 形 状 と さ れ て
い る 。 こ の リ セ ス ２ ０ は 、 そ の 正 面 中 央 位 置 に 、 上 向 き に 突 出 す る 要 素 、 す な わ ち 隆 起 部
分 ２ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 面 に 示 さ れ る 例 に お い て 、 構 体 ２ ０ は 例 え ば ４ つ の 側 部 を 有 す る ベ ー ス ２ ３ を 包 含 し 、
こ の ベ ー ス ２ ３ は い す １ ４ の 座 台 １ ２ を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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例 え ば ４ つ の 支 持 体 ２ ５ が 、 い す １ ４ の ４ 本 の 脚 １ ３ に 対 応 し て 配 設 さ れ て い る 。 い す １
４ の 背 も た れ １ ６ と 反 対 側 に あ る ２ つ の 正 面 支 持 体 ２ ５ は 、 符 号 ２ ４ で 示 す と こ ろ で 座 り
リ セ ス ２ ０ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 構 体 ２ ２ は 例 え ば ベ ル ト ２ ６ の よ う な 安 定 し た 位 置 決 め 手 段 を 介 し て い す １ ４ に 固
定 さ れ て お り 、 ベ ル ト ２ ６ は 一 般 に は い す １ ４ の 座 台 １ ２ の 下 で バ ッ ク ル ２ ８ を 用 い て 閉
じ ル ー プ と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
座 り リ セ ス ２ ０ は 、 リ フ テ ィ ン グ 手 段 を 介 し て 、 構 体 ２ ２ の 水 平 支 持 体 に 関 し て 傾 斜 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う な リ フ テ ィ ン グ は シ ャ フ ト ３ ０ の 移 動 で も っ て 生 じ さ せ ら れ 、 シ ャ フ ト ３ ０ は そ
の 下 方 端 ３ ２ で ア ナ ト ミ ッ ク リ セ ス ２ ０ の 中 央 に 、 よ り 詳 細 に は 中 央 区 域 に 、 又 は ど ん な
場 合 で も 正 面 支 持 体 ２ ５ に は 接 近 し な い よ う に し て 、 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 接
続 は 、 有 益 に は 、 例 え ば ピ ン を 介 し て 迅 速 に 移 動 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
シ ャ フ ト ３ ０ は 、 端 ３ ２ と は 反 対 側 の 端 ３ ４ で 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ
て い る 。 こ の 接 続 は 、 有 益 に は 、 例 え ば ピ ン を 介 し て 迅 速 に 移 動 可 能 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ５ に 見 る こ と が で き る よ う に 、 こ の 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は 構 体 ２ ２ 内 で ガ イ ド ３ ８ 上 を
滑 動 す る こ と が で き 、 こ の ガ イ ド は 背 も た れ １ ６ に 対 し て 垂 直 の 方 向 Ｘ に し た が っ て 延 び
て い る 。 ま た 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は 前 記 方 向 Ｘ に 設 け ら れ た ね じ 穴 ４ ０ を 有 し 、 こ の ね
じ 穴 は 同 じ 前 記 方 向 Ｘ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る ね じ ４ ２ と 組 み 合 っ て い る 。 ね じ ４ ２ は 、
ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト １ ０ の 正 面 部 に 位 置 し て い る ハ ン ド ル ４ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト の 作 動 は 、 図 面 を 参 照 し て 上 述 し た 説 明 か ら
明 ら か で あ る が 、 簡 単 に 述 べ れ ば 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
構 体 ２ ２ の ベ ー ス ２ ３ は 、 い す １ ４ の 座 台 １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
２ つ の 正 面 支 持 体 ２ ５ に 符 号 ２ ４ で 示 す と こ ろ で 枢 着 さ れ て い る 座 り リ セ ス ２ ０ は 、 ２ つ
の 背 面 支 持 体 ２ ５ 上 に 水 平 に 載 せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 １ に 見 る こ と が で き る よ う に 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は ２ つ の 正 面 支 持 体 ２ ５ に 近 い 一 方
の 側 に 位 置 さ せ ら れ 、 こ れ に よ り 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ に 接 続 さ れ て い る シ ャ フ ト ３ ０ は
、 実 質 的 に 水 平 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ね じ ４ ２ の ハ ン ド ル ４ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ は 背 も た れ １ ６ に
向 か っ て 移 動 さ せ ら れ る 。 こ の 方 法 で も っ て 、 シ ャ フ ト ３ ０ は ア ナ ト ミ ッ ク リ セ ス ２ ０ を
上 向 き に 押 し 、 リ セ ス ２ ０ を 水 平 面 に 関 し て 傾 斜 せ し め る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
有 益 に は 、 約 ３ ０ ° の 傾 斜 が 達 せ ら れ る が 、 実 際 に は 傾 斜 は 無 限 に 変 化 さ せ る こ と が で き
る も の で あ る 。 例 え ば 、 ハ ン ド ル ４ ４ を 毎 日 毎 日 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 傾 斜 を 漸 進 的 に
変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
座 り リ セ ス ２ ０ は 、 そ の 上 面 に 高 摩 擦 係 数 区 域 を 有 し て 使 用 者 が 前 方 へ つ る り と す べ る の
を 制 限 す る 。 ま た 、 適 当 に 布 張 り し た 中 央 隆 起 部 分 ２ １ も 、 ま た 、 同 じ 目 的 の た め に 用 い
ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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座 り リ セ ス ２ ０ の 正 面 縁 及 び 側 面 縁 は 、 適 当 に サ ン ド （ sand） 、 す な わ ち み が か れ て い る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ と シ ャ フ ト ３ ０ と の 間 及 び ／ 又 は シ ャ フ ト ３ ０ と リ セ ス ２ ０ と の 間 に
施 し た 移 動 可 能 な 接 続 は 、 い つ で も 、 セ ッ ト し た 最 適 な 傾 斜 か ら 水 平 位 置 へ の 移 行 又 は そ
の 逆 の 移 動 を 許 し 、 こ れ は 、 正 確 に は 、 シ ャ フ ト ３ ０ と 小 さ い ブ ロ ッ ク ３ ６ と の 間 及 び ／
又 は シ ャ フ ト ３ ０ と リ セ ス ２ ０ と の 間 の 接 続 を 簡 単 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 す な わ ち 接
続 を そ れ ぞ れ 再 び 確 立 さ せ る こ と に よ り な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 述 し た 説 明 か ら 、 本 発 明 の 対 象 物 で あ る 移 動 可 能 な シ ー ト の 特 徴 は 明 ら か で あ り 、 同 様
に そ の 関 連 す る 利 点 も 明 ら か で あ る が 、 と り わ け 次 の よ う な 特 徴 及 び 利 点 が あ る 。
－ 簡 単 で か つ 信 頼 の あ る 使 用
－ 小 型 化 及 び 軽 量 化
－ 実 際 に 従 来 の シ ー ト の す べ て に 適 応 で き る こ と
－ 運 送 が 簡 単 で あ る こ と
－ 傾 斜 を 非 常 に 正 確 に 調 整 で き る こ と
－ た と え 不 正 確 に 取 付 け た 後 で も 、 セ ッ ト し た 傾 斜 を 維 持 で き る こ と
－ 使 用 者 の 要 求 に 合 う よ う に 、 セ ッ ト し た 傾 斜 位 置 か ら 水 平 位 置 へ の 移 動 及 び そ の 逆 の 移
行 を す ぐ に 行 う こ と が で き る こ と
－ 使 用 者 が 下 肢 を 動 か す の が 自 由 で あ る こ と
－ 得 ら れ る 利 点 に 関 連 し て 、 従 来 技 術 と 比 べ て コ ス ト が 低 い こ と
【 ０ ０ ４ ３ 】
最 後 に 、 以 上 述 べ た 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト は 多 数 の 変 化 及 び 変 形 が 可 能 で あ り 、
こ れ ら の す べ て が 本 発 明 に よ り 保 護 さ れ る も の で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 詳 部 の
す べ て は 技 術 的 に 等 価 な 要 素 に 置 換 で き る も の で あ る 。 実 際 に 、 形 状 及 び 寸 法 に 加 え て 、
使 用 す る 材 料 は 技 術 的 要 求 に し た が っ て ど の よ う な も の に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 保 護 の 範 囲 は 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 限 定 さ れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 備 え て い る い す の 側 面 図 で あ っ て
、 シ ー ト は 水 平 状 態 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の い す の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 備 え て い る い す の 側 面 図 で あ っ て 、 シ ー
ト は 傾 斜 状 態 と な っ て い る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の い す の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 移 動 可 能 な ア ナ ト ミ ッ ク シ ー ト を 備 え て い る い す を 、 図 １ の Ｖ － Ｖ 線 に し
た が っ て 、 上 か ら 見 た 平 面 図 で あ っ て 、 ア ナ ト ミ ッ ク 座 り リ セ ス は 取 り 除 か れ て い る 。
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